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四
一
一

解
題

　
　
　
　
　
一
、
本
翻
刻
の
目
的
と
著
者
岡
本
章
庵
に
つ
い
て

　
章
庵
岡
本
監
輔
（
一
八
三
九
（
天
保
一
〇
）
－
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
）
は
徳

島
県
出
身
の
儒
学
者
で
あ
り
教
育
家
で
あ
る
。
岩
波
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
中
野

遣
遥
『
遣
遥
遺
稿
』
（
岩
波
文
庫
の
題
は
『
訳
文
遣
遥
遺
稿
附
原
文
』
で
、
一

九
二
九
（
昭
和
四
）
年
刊
、
訳
者
笹
川
臨
風
お
よ
び
金
築
松
桂
）
の
序
を
、
明
治

二
八
年
六
月
の
日
付
で
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
そ
の
活
動

範
囲
は
、
一
地
方
の
教
育
家
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
か
な
り

の
著
名
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
経
歴
に
は
残
念
な
が
ら
不
明

な
部
分
が
多
い
。
サ
ハ
リ
ン
す
な
わ
ち
樺
太
に
関
す
る
数
多
く
の
業
績
は
比
較

的
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
の
も
う
一
っ
の
大
き
な
活
動
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
　
　
銅
　
　
正
　
　
宏

清
へ
の
数
度
の
訪
問
に
つ
い
て
も
、
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
顧
み
ら
れ
て
い

な
い
。

　
幕
末
の
高
杉
晋
作
の
『
遊
清
五
録
』
を
始
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
清
国
旅
行

記
と
で
も
名
付
く
べ
き
作
品
群
の
末
端
近
く
に
は
、
例
え
ば
一
八
九
七
年
（
明

治
三
〇
）
年
渡
清
の
永
井
荷
風
の
「
上
海
紀
行
」
（
一
八
九
八
年
二
月
、
『
桐
陰

会
雑
誌
』
）
な
ど
が
連
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
二
一
年
、
奇
し
く
も
明
治

の
終
焉
と
年
を
同
じ
く
し
て
清
朝
が
滅
亡
し
た
後
、
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
上

海
に
渡
っ
た
徳
富
蘇
峯
や
谷
崎
潤
一
郎
、
芥
川
龍
之
介
ら
の
目
に
も
、
清
時
代

の
余
風
が
強
く
残
る
町
の
姿
が
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

日
本
人
の
清
国
旅
行
記
は
、
清
の
滅
亡
後
も
し
ば
ら
く
、
つ
ま
り
大
正
期
を
も

含
め
て
、
一
つ
の
系
譜
を
為
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
た
だ
し
、
大
正
期
に
比
べ
、
明
治
中
期
頃
ま
で
の
そ
れ
は
、
一
八
八
四
年
か

ら
一
八
八
五
年
に
か
け
て
の
日
清
戦
争
と
そ
の
前
後
の
日
清
の
関
係
か
ら
、
さ



ほ
ど
多
く
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
極
め
て
少
な
い
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
空
白
期
に
渡
清
し
て
い
る
岡
本
章
庵
は
、
極
め
て

貴
重
な
証
言
者
た
る
位
置
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
岡
本
章
庵
の
旅
行
記
お
よ
び
清
に
関
す
る
記
述
は
、
ま
っ
た
く

世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
彼
の
著
書
は
総
数
で
数
百
点
に
上
る
と
見
ら
れ
る
が
、

活
字
と
な
っ
た
も
の
と
な
る
と
、
昭
和
三
九
年
に
な
っ
て
、
徳
島
県
教
育
委
員

会
の
手
に
よ
り
、
彼
の
自
伝
と
樺
太
の
経
営
に
関
す
る
『
窮
北
日
誌
』
が
、

『
岡
本
氏
自
伝
』
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
多
く
の
彼
の
清
へ
の
旅
行

記
も
、
他
の
著
作
と
と
も
に
、
筆
写
本
の
ま
ま
徳
島
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

た
ま
ま
で
あ
る
。

　
翻
刻
者
は
、
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
助
教
授
有
馬
卓
也
（
中
国
文
学
）
と
と

も
に
、
膨
大
な
量
に
上
る
こ
れ
ら
清
国
へ
の
旅
行
記
の
翻
刻
を
企
図
し
た
。
ま

ず
漢
文
体
で
書
か
れ
た
も
の
を
書
き
下
し
文
に
直
す
こ
と
か
ら
始
め
、
現
在
、

以
下
の
と
お
り
進
行
中
で
あ
る
。

　
有
馬
卓
也
・
真
銅
正
宏
「
岡
本
章
庵
『
支
那
遊
記
』
翻
刻
・
訳
註
（
そ
の

　
　
一
）
」

　
　
（
一
九
九
五
年
三
月
、
『
徳
島
大
学
国
語
国
文
学
』
）

　
有
馬
卓
也
・
真
銅
正
宏
「
岡
本
章
庵
『
支
那
遊
記
』
翻
刻
（
そ
の
一
）
」

　
　
（
一
九
九
六
年
二
月
、
；
己
語
文
化
研
究
』
）

　
有
馬
卓
也
・
真
銅
正
宏
「
岡
本
牽
庵
『
支
那
遊
記
』
翻
刻
・
訳
註
（
そ
の

　
　
　
　
　
岡
本
章
庵
『
支
那
事
情
』
翻
刻
（
上
）

　
　
二
）
」

　
　
（
一
九
九
六
年
三
月
、
『
徳
島
大
学
国
語
国
文
学
』
）

　
有
馬
卓
也
・
真
銅
正
宏
「
岡
本
章
庵
『
支
那
遊
記
』
翻
刻
（
そ
の
二
一
」

　
　
（
一
九
九
七
年
二
月
、
；
呈
叩
文
化
研
究
』
）

　
有
馬
卓
也
「
岡
本
章
庵
『
姻
台
日
誌
』
翻
刻
・
訳
註
」

　
　
（
一
九
九
七
年
二
月
、
；
一
呈
ｍ
文
化
研
究
』
）

　
有
馬
卓
也
・
真
銅
正
宏
「
岡
本
章
庵
『
支
那
遊
記
』
翻
刻
・
訳
註
（
そ
の

　
　
三
一
」

　
　
一
一
九
九
七
年
三
月
、
『
徳
島
大
学
国
語
国
文
学
』
）

　
そ
の
過
程
で
、
同
じ
岡
本
章
庵
の
書
い
た
も
の
に
、
漢
文
体
で
は
な
く
、
漢

字
片
仮
名
混
じ
り
文
の
い
わ
ば
地
理
案
内
が
見
っ
か
っ
た
。
こ
れ
は
日
誌
で
は

な
く
、
あ
る
時
点
で
一
ま
と
め
に
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ

を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
文
は
、
高
杉
晋
作
の
『
遊
清
五
録
』
に
、
内
容
、
文
体
と
も
に
似
て
い
る
。

し
か
し
、
自
ず
か
ら
な
る
視
点
の
違
い
も
見
受
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
の
日
本
人
が
、
清
と
い
う
大
国
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
る
の
か
は
、
の
ち
の
日
本
の
一
部
の
知
識
人
た
ち
に
流
行
し
た
「
支
那

趣
味
」
を
鑑
み
て
も
、
尊
敬
と
侮
蔑
の
入
り
交
じ
っ
た
、
日
本
人
の
両
義
的
な

対
中
国
意
識
の
早
い
時
期
の
表
れ
と
し
て
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
そ
の
記
述
の
際
、
差
別
意
識
な
ど
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
現
在
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
　
　
岡
本
章
庵
『
支
那
事
情
』
翻
刻
（
上
）

ら
見
て
不
適
切
な
表
現
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
原
文
の
歴
史
的
意
義
を
尊
重
し

て
、
こ
こ
で
は
原
文
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。
そ
の
実
際
の
手
続
き
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

二
、
凡
例

、
本
翻
刻
は
、
徳
島
県
立
図
書
館
所
蔵
の
岡
本
章
庵
の
未
刻
本
の
う
ち
、

『
支
那
事
情
二
』
と
題
さ
れ
た
、
清
国
の
形
勢
に
つ
い
て
述
べ
た
冊
子
を
翻

刻
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
図
書
館
に
は
『
支
那
事
情
こ
と
題
さ
れ
た
未
刻

本
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
内
容
は
連
続
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
支
那
事
情
こ
は
文
章
も
文
字
も
乱
れ
が

目
立
ち
、
判
読
不
可
能
な
部
分
が
か
な
り
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
未
定
稿
の

可
能
性
も
高
い
の
で
、
今
回
は
翻
刻
は
見
合
わ
せ
た
。

、
該
本
の
書
誌
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
明
治
初
期
一
写
。
仮
綴
一

冊
（
た
だ
し
同
図
書
館
に
於
い
て
整
理
の
折
、
保
護
の
為
に
付
し
た
と
推
さ

れ
る
仮
表
紙
あ
り
）
。
縦
二
十
四
・
八
ｍ
、
横
十
七
・
五
ｍ
。
墨
付
四
十
五

丁
。
毎
半
葉
十
一
行
。
な
お
、
（
９
１
１
）
で
始
ま
る
数
字
は
、
一
丁
の
表

裏
そ
れ
ぞ
れ
に
順
に
便
宜
的
に
っ
け
た
番
号
で
あ
り
、
う
ち
「
９
」
は
、
徳

島
県
立
図
書
館
の
整
理
番
号
（
『
岡
本
章
庵
先
生
蔵
書
及
原
稿
目
録
』
に
よ

る
）
で
あ
る
。
ま
た
、
各
章
の
題
は
、
欄
外
に
岡
本
自
身
が
書
き
付
け
た
見

出
し
的
な
表
記
に
、
翻
刻
者
が
通
し
番
号
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

　
外
表
記
の
う
ち
、
段
落
分
け
を
伴
わ
ず
、
小
題
と
見
ら
れ
る
も
の
は
、
〈
　
〉

　
で
囲
み
文
中
に
含
め
た
。

一
、
原
文
に
は
、
の
ち
に
書
き
加
え
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
訂
正
が
若
干
見
ら
れ

　
る
。
本
翻
刻
で
は
、
こ
れ
を
も
取
り
込
み
、
完
成
原
稿
で
あ
る
と
見
ら
れ
る

　
も
の
を
本
文
と
し
た
。

一
、
原
文
は
、
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
の
文
で
あ
る
が
、
片
仮
名
は
平
促
名
に
、

　
旧
字
は
新
字
に
直
し
た
。
「
、
圧
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
「
こ
と
」
「
と
も
」
な

　
ど
と
平
仮
名
に
直
し
た
。
ル
ビ
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
り
、
（
　
）
内
の
註
は
、

　
原
文
に
付
さ
れ
た
左
註
で
あ
る
。
ま
た
読
み
易
さ
の
助
け
と
し
て
句
読
点
を

　
施
し
た
が
、
原
文
に
は
一
切
な
い
。

一
、
原
本
の
ち
ょ
う
ど
半
分
ほ
ど
の
箇
所
に
、
一
ぺ
ー
ジ
分
の
空
白
が
お
か
れ
、

　
内
容
も
そ
こ
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
本
翻
刻
も
こ
れ
に
従
い
、
こ
の
箇
所
で

　
分
け
、
便
宜
上
「
上
」
「
下
」
二
部
構
成
と
し
た
。
今
号
は
そ
の
「
上
」
の

　
部
分
の
翻
刻
で
あ
る
。
な
お
「
下
」
に
つ
い
て
は
次
号
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
徳
島
県
立
図
書
館
に
格
別
の
御
配
慮
を
賜
っ
た
。

記
し
て
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
し
た
い
。



翻
刻

、
上
海
及
び
其
近
傍
の
形
勢

清
国
十
三
港
の
中
に
て
、
我
邦
に
近
く
最
も
繁
盛
な
る
も
の
は
、
江
蘇
省
の
上

海
に
如
く
は
な
し
。
上
海
は
、
一
名
を
春
申
浦
と
い
ひ
、
又
黄
浦
と
も
い
ふ
。

戦
国
の
時
に
、
楚
の
相
国
春
申
君
黄
歌
が
経
始
の
地
な
る
を
も
て
此
名
あ
り
。

我
が
長
崎
よ
り
は
二
百
五
十
里
許
に
過
ぎ
ず
し
て
、
渥
江
の
傍
に
在
り
。
松
の

水
に
入
る
こ
と
二
丈
四
尺
以
下
な
る
も
の
は
、
直
に
其
岸
に
達
す
べ
し
。
周
囲

に
数
多
の
小
河
あ
り
。
土
地
低
湿
に
し
て
気
候
常
に
等
し
か
ら
ず
。
夏
は
南
風

多
く
、
秋
冬
は
東
北
風
多
し
。
腺
月
立
春
の
交
に
雪
あ
り
。
夏
季
よ
り
秋
季
に

至
り
て
は
、
疫
瘤
流
行
し
、
人
の
死
す
る
も
の
多
し
。
夏
は
食
物
を
減
し
て
保

養
す
る
を
可
と
す
。
久
し
く
此
一
９
－
１
）
地
に
住
す
る
と
き
は
、
血
液
衰
枯

す
る
の
恐
れ
あ
り
と
い
ふ
。
上
海
近
傍
は
、
白
埴
一
は
に
）
の
土
に
て
石
礫

（
こ
い
し
一
な
ど
あ
る
こ
と
な
し
。
路
傍
に
大
小
の
溝
渠
あ
り
て
縦
横
に
相
列

し
、
其
広
さ
或
は
四
五
問
に
至
る
も
の
あ
り
。
楊
柳
芦
葦
な
ど
多
し
。
川
身
の

深
き
も
の
は
、
紺
碧
に
し
て
底
を
見
ず
。
往
々
に
木
石
も
て
橋
を
架
す
。
二
三

尺
よ
り
四
五
尺
に
至
り
て
等
し
か
ら
ず
。
田
野
平
坦
に
し
て
、
土
人
ど
も
或
は

両
三
家
或
は
五
六
家
づ
つ
各
処
に
散
処
せ
り
。
屋
を
葺
く
に
瓦
醇
一
か
は
ら
一

を
用
う
。
屋
背
（
や
ね
一
の
高
さ
二
丈
に
過
ぎ
ず
。
百
穀
の
藁
桿
一
わ
ら
一
な

　
　
　
　
　
岡
本
章
庵
『
支
那
事
情
』
翻
刻
一
上
一

ど
を
屋
傍
に
堆
積
せ
り
。
米
は
脂
多
く
香
美
な
る
こ
と
我
邦
の
産
に
も
譲
ら
ず
。

我
邦
の
米
は
固
よ
り
上
好
な
り
と
い
へ
ど
も
、
之
を
艶
称
一
う
ら
や
み
ほ
め

る
）
せ
し
は
此
際
の
土
人
と
は
思
は
れ
ず
。
又
家
々
の
屋
傍
に
樹
木
を
列
植
す

る
に
、
楡
柳
な
ど
甚
だ
多
く
、
頗
る
風
致
あ
り
。
北
一
９
１
２
一
方
諸
処
の
貧

魎
な
る
に
似
ず
。
蓋
し
江
蘇
一
省
の
納
税
は
全
国
の
出
す
所
に
匹
敵
す
る
程
な

り
と
い
ふ
。
土
地
膏
沃
に
し
て
、
各
省
物
産
の
上
海
に
出
入
せ
ざ
る
も
の
な
き

が
た
め
な
ら
ん
。
昔
時
は
楊
州
を
も
て
繁
華
の
最
と
称
し
た
り
し
か
ど
、
今
は

去
り
て
上
海
に
移
れ
り
。
上
海
に
は
土
人
の
現
に
住
す
る
も
の
二
十
余
万
人
に

し
て
、
西
洋
各
国
人
の
居
留
す
る
も
の
も
二
一
二
万
に
及
ぶ
と
い
ふ
。
顧
ふ
に
、

清
廷
一
変
の
後
は
各
国
共
護
の
一
小
国
を
生
ず
る
に
至
る
べ
し
。

二
、
楊
子
江
の
形
勢

楊
子
江
は
亜
細
亜
第
一
の
大
河
に
て
、
江
水
の
海
に
注
ぐ
処
は
凡
十
里
許
の
広

さ
に
及
ぶ
べ
し
。
中
央
に
崇
明
島
あ
り
。
人
家
一
万
軒
に
過
ぐ
と
い
ふ
。
島
外

七
八
十
里
の
海
面
は
、
江
水
を
受
け
て
尽
く
紅
赤
色
を
帯
べ
り
。
崇
明
の
外
よ

り
江
に
派
る
に
、
初
は
五
六
里
の
広
さ
な
る
一
９
１
３
）
も
の
漸
く
狭
く
し
て
、

鎮
江
の
辺
に
至
れ
ば
三
四
十
町
な
る
べ
し
。
此
よ
り
派
り
て
武
昌
に
至
る
間
は
、

少
し
く
広
狭
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
率
ね
三
四
十
町
許
な
る
べ
し
。
平
流
に
て

往
々
深
浅
の
一
な
ら
ざ
る
処
あ
れ
ど
、
鎮
江
九
江
安
徽
な
ど
、
い
づ
れ
も
大
蒸

気
艦
を
岸
下
に
繋
ぎ
、
端
松
を
要
せ
ず
し
て
直
に
艦
中
よ
り
乗
下
す
べ
し
。
汽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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艦
は
四
川
の
重
慶
府
ま
で
達
す
。
其
地
は
江
口
よ
り
七
百
里
の
許
に
在
り
と
い

ふ
。
其
問
の
繁
華
は
漢
口
を
第
一
と
し
、
南
京
は
之
に
次
ぐ
べ
し
。
漢
口
は
漢

水
の
江
に
入
る
処
に
在
り
。
江
を
隔
て
・
南
に
武
昌
城
あ
り
。
商
況
の
繁
盛
な

る
こ
と
上
海
に
譲
ら
ず
。
水
利
の
要
を
佑
め
た
れ
ば
な
り
。

三
、
姻
台
及
び
其
近
傍
の
形
勢

清
国
の
北
省
な
る
天
津
営
子
の
諸
港
は
、
土
地
卑
湿
に
し
て
気
侯
屡
変
じ
、
外

人
の
始
め
て
其
地
に
住
す
る
も
の
、
動
す
れ
ば
疫
腐
諸
（
９
１
４
）
疾
を
患
ふ

る
こ
と
あ
り
。
た
“
山
東
省
の
姻
台
地
方
は
、
地
気
疎
通
し
て
海
風
つ
ね
に
清

気
を
送
り
、
最
も
人
の
健
康
を
保
す
る
に
宜
し
き
こ
と
清
国
の
諸
港
に
て
第
一

と
称
す
。
煙
台
よ
り
二
十
里
の
外
に
東
湯
と
い
へ
る
温
泉
あ
り
。
硫
黄
の
気
を

含
み
て
我
邦
熱
海
の
温
泉
に
髪
髭
（
さ
も
に
た
り
）
た
り
と
か
や
。
煙
台
近
傍

に
て
勝
地
と
称
す
る
も
の
は
、
登
州
府
の
蓬
莱
県
に
如
く
は
な
し
。
該
府
は
煙

台
の
西
北
十
六
七
里
の
処
に
在
り
。
山
東
第
一
の
水
鎮
た
り
。
水
師
提
督
あ
り

て
海
陸
軍
を
指
磨
（
さ
し
ず
）
す
と
い
ふ
。
県
城
は
石
壁
を
四
周
し
其
中
の
広

さ
方
二
十
町
許
な
る
べ
し
。
人
家
は
四
五
千
な
り
と
ぞ
。
其
北
に
更
に
一
城
あ

り
。
其
中
は
湖
池
に
て
南
北
十
町
東
西
七
八
町
な
る
べ
し
。
城
上
諸
処
に
大
砲

を
架
せ
り
。
是
を
水
城
と
す
。
其
北
な
る
高
処
に
蓬
莱
閣
あ
り
。
平
地
よ
り
高

き
こ
と
十
七
（
９
１
５
）
八
丈
な
る
べ
く
、
朱
欄
燦
然
（
あ
ざ
や
か
）
と
し
て

日
に
映
ぜ
り
。
閣
の
後
は
大
巌
壁
立
し
て
海
に
枕
む
。
高
さ
十
丈
も
あ
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

又
県
城
の
南
は
一
円
の
田
圃
に
て
、
南
山
に
属
し
、
漸
く
高
し
。
其
間
は
二
三

里
な
る
べ
し
。
山
上
に
南
一
頂
廟
と
て
一
祠
あ
り
。
西
方
六
七
町
の
処
は
閣
よ
り

も
高
く
、
山
を
隔
て
・
海
水
隠
見
せ
り
。
北
方
に
島
喚
の
羅
列
す
る
を
望
む
。

極
東
の
一
島
は
囲
み
十
町
許
な
る
を
常
山
と
名
づ
く
。
其
西
な
る
二
一
二
の
小
島

を
小
黒
山
と
名
づ
く
。
更
に
一
二
島
の
遠
洋
中
に
在
る
を
大
竹
山
と
名
づ
く
。

更
に
西
な
る
一
島
を
廟
島
と
名
づ
く
。
廟
島
の
傍
に
珍
珠
門
と
い
へ
る
処
あ
り
。

輪
松
（
じ
ょ
う
き
せ
ん
）
を
住
す
べ
し
と
い
ふ
。
珍
珠
門
と
閣
と
相
距
る
こ
と

は
凡
二
里
許
な
る
べ
し
。
布
帆
の
風
を
受
け
て
往
来
す
る
を
望
む
に
、
殆
ど
描

け
る
が
如
き
景
色
あ
り
。
東
に
海
水
の
湾
環
せ
る
（
９
１
６
）
二
処
あ
り
。
沙

浜
潔
白
な
り
。
閣
の
東
西
に
海
潮
の
出
入
せ
る
一
処
あ
り
。
広
さ
四
五
丈
な
る

べ
し
。
清
人
は
此
地
を
称
し
て
神
仙
常
遊
の
境
と
称
し
た
り
し
か
ど
も
、
山
に

一
樹
を
見
ざ
る
こ
そ
遺
憾
な
れ
。
蓬
莱
県
は
黄
邑
楼
邑
と
相
接
せ
り
。
二
邑
は

最
も
繁
盛
な
り
と
称
す
。
中
に
も
黄
邑
は
人
家
み
な
瓦
を
覆
ひ
て
草
屋
土
屋
な

ど
あ
る
こ
と
な
し
。
丁
百
万
ち
ふ
も
の
あ
り
。
財
産
富
饒
な
る
が
た
め
他
人
よ

り
百
万
と
評
す
る
な
れ
ど
、
実
は
三
百
万
に
過
ぐ
る
身
代
な
り
と
い
ふ
。
此
際

諸
邑
み
な
塁
（
そ
こ
）
を
山
上
に
築
き
た
り
。
前
に
毛
髪
の
乱
あ
り
し
と
き
、

賊
軍
も
官
軍
も
斉
し
く
民
財
を
横
奪
し
て
村
落
一
空
と
な
る
ほ
ど
に
、
山
に
登

り
て
避
け
た
り
し
と
な
む
。
楼
邑
に
愛
山
ち
う
一
大
山
あ
り
。
昔
時
唐
王
が
嘗

て
営
を
山
上
に
構
へ
た
る
蹟
あ
り
。
山
上
に
清
泉
あ
り
。
地
勢
も
（
９
１
７
）

広
坦
に
し
て
運
糧
に
便
な
り
。
兵
卒
十
五
万
を
住
す
べ
し
。
風
景
も
絶
佳
な
り



と
か
や
。
窃
に
案
ず
る
に
、
此
際
は
山
海
の
険
要
に
て
、
警
へ
ば
我
が
西
京
に

兵
庫
あ
り
、
東
京
に
下
田
あ
る
が
如
し
。
外
人
を
し
て
此
処
に
割
拠
せ
し
め
な

ば
、
忽
ち
北
洋
の
海
運
を
阻
過
一
へ
だ
て
と
ど
む
一
せ
ら
る
べ
き
恐
れ
あ
り
。

又
西
に
向
ひ
て
数
十
里
の
外
に
進
め
ば
、
直
に
斉
燕
の
大
野
に
出
て
河
漕
を
断

絶
せ
ら
る
べ
き
虞
あ
り
。
殊
に
水
清
く
土
美
に
し
て
庶
物
繁
殖
（
し
げ
り
ふ
ゆ

る
）
し
、
樹
石
な
ど
も
乏
し
か
ら
ず
と
い
ふ
。
敵
人
の
資
な
ら
ざ
る
は
な
し
。

然
る
に
清
人
が
最
も
長
ず
る
所
の
馬
兵
も
、
山
険
な
れ
ば
馳
逐
に
便
な
ら
で
、

其
術
を
施
す
に
由
な
し
。
後
来
清
人
の
患
は
、
此
地
を
第
一
と
す
べ
き
も
の
な

ら
ん
。
又
煙
台
の
南
一
日
程
の
処
に
文
登
県
あ
り
。
其
管
す
る
所
に
理
島
あ
り
。

陸
地
と
相
連
り
て
路
を
通
せ
一
９
１
８
一
り
。
湾
中
に
大
小
帆
松
を
安
泊
す
べ

し
と
い
ふ
。
外
人
を
し
て
此
辺
よ
り
上
陸
し
、
内
地
に
転
戦
し
て
要
害
に
割
拠

せ
し
め
な
ば
、
是
も
亦
一
大
恵
な
る
べ
し
。

四
、
天
津
及
び
其
近
傍
の
形
勢

天
津
近
傍
は
地
勢
広
坦
に
し
て
、
水
沢
の
み
多
く
、
芦
葦
叢
生
せ
り
。
村
落
は

率
ね
白
河
に
沿
ひ
て
各
処
に
点
綴
し
、
人
家
み
な
土
屋
に
て
甚
倭
し
。
家
の
周

囲
に
は
多
く
楡
柳
を
植
え
た
り
。
白
河
口
に
砲
台
あ
り
。
河
の
左
右
に
屹
立
せ

り
。
河
に
遡
る
こ
と
三
里
許
に
し
て
、
左
岸
に
一
大
砲
塁
あ
る
を
新
城
と
す
。

河
の
広
さ
一
町
許
な
る
べ
し
。
輪
船
は
潮
の
添
る
を
待
て
河
に
入
れ
り
。
十
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
マ

許
に
し
て
天
津
に
達
す
。
其
地
甚
だ
卑
湿
な
り
。
人
徒
の
喧
問
一
か
ま
ひ
し
く
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み
っ
る
一
な
る
こ
と
上
海
に
譲
ら
ざ
る
が
如
し
と
い
へ
ど
も
、
西
洋
人
な
ど
甚

だ
多
か
ら
ず
。
広
大
の
楼
屋
は
最
も
少
し
。
此
地
よ
一
９
－
９
一
り
北
京
に
至

る
は
三
日
程
に
盈
た
ず
。
広
坦
に
し
て
其
涯
を
見
ざ
る
中
よ
り
、
白
河
螢
細

（
め
ぐ
り
）
し
て
流
れ
、
風
帆
隠
見
し
て
目
に
入
れ
り
。
田
間
往
々
に
樹
木
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
１
－
一

点
綴
す
る
も
の
あ
る
は
、
村
落
に
非
ざ
れ
ば
墳
墓
な
り
。
土
性
は
白
壌
な
る
が

た
め
、
車
馬
の
疾
走
す
る
ご
と
に
飛
揚
し
て
空
を
蔽
ふ
に
至
り
、
又
道
路
の
甚

だ
荒
稜
（
あ
れ
き
た
な
し
）
し
け
る
が
た
め
、
雨
ふ
る
ご
と
に
車
轍
（
あ
と
）

の
泥
中
に
入
る
も
の
七
八
寸
よ
り
一
尺
以
上
に
至
れ
る
処
多
く
、
其
田
は
夏
秋

の
間
は
蜀
黍
幹
一
た
か
き
び
の
み
き
一
轟
一
な
お
や
か
一
立
し
て
、
深
林
中
を

行
く
が
如
く
、
冬
春
は
一
二
尺
の
上
よ
り
其
幹
を
刈
り
て
悉
く
根
株
一
か
ぶ
一

を
存
し
け
れ
ば
、
意
の
如
く
に
車
馬
を
馳
す
べ
か
ら
ず
。
往
年
英
仏
の
来
り
窟

せ
し
と
き
は
、
清
国
武
備
解
弛
の
運
に
乗
じ
、
直
に
北
京
を
衝
く
に
至
り
し
か

ど
、
今
日
に
至
れ
ば
、
天
津
各
処
の
武
備
も
梢
修
り
た
る
上
に
、
地
形
（
９
１

１
０
）
の
不
便
な
る
こ
と
依
然
と
し
て
旧
に
依
り
け
れ
ば
、
容
易
に
上
陸
す
と
も

偉
功
を
奏
せ
む
と
は
覚
束
な
し
。
英
仏
人
も
、
芦
塘
江
よ
り
上
陸
せ
し
も
の
大

に
功
を
奏
し
た
り
と
い
ふ
。
其
地
は
白
河
口
よ
り
七
里
の
東
に
在
り
。
河
水
は

狭
し
と
い
へ
ど
も
、
水
底
は
白
河
よ
り
深
し
。
今
日
の
警
備
は
頗
る
厳
な
り
と

い
ふ
。

四
七
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五
、
天
津
以
東
海
岸
の
形
成

天
津
以
東
の
海
岸
は
、
山
海
関
を
過
ぎ
て
牛
荘
に
至
る
ま
で
頗
る
長
し
と
い
へ

ど
も
、
其
問
に
良
港
と
称
す
る
も
の
あ
る
を
聞
か
ず
。
直
隷
の
灘
河
は
源
を
熱

河
に
発
し
、
南
流
し
て
海
に
注
ぐ
。
凡
清
里
八
百
里
と
称
し
た
り
し
か
。
海
口

よ
り
三
百
里
と
称
す
る
上
な
る
永
平
府
の
傍
に
て
、
河
の
広
さ
二
丁
、
深
さ
丈

余
に
至
り
、
帆
松
の
往
来
す
る
も
の
甚
だ
多
し
。
河
口
は
定
め
て
人
煙
繁
盛
に

舶
松
輻
湊
（
あ
つ
ま
る
）
す
る
な
ら
ん
。
山
海
（
９
Ｉ
ｕ
）
関
は
北
京
の
東
百

里
許
に
在
り
。
山
勢
突
出
し
て
海
に
枕
た
り
。
山
下
よ
り
海
に
至
る
は
一
里
余

な
る
べ
し
。
関
は
其
中
央
に
在
り
。
城
壁
を
四
周
し
て
九
里
と
称
せ
り
。
城
の

内
外
な
る
居
民
は
二
千
戸
に
過
ぎ
ず
。
石
河
と
い
へ
る
一
小
河
あ
り
て
海
に
注

げ
り
。
海
水
は
一
碧
に
し
て
目
を
遮
る
島
喚
（
し
ま
）
な
ど
あ
る
を
見
ず
。
舟

舷
の
往
来
す
る
も
の
も
少
し
。
蓋
し
港
湾
と
称
す
べ
き
も
の
に
非
ず
。
此
地
に

関
を
設
け
た
る
は
陸
地
の
敵
に
備
へ
た
る
も
の
に
て
、
海
上
に
は
関
せ
ざ
る
に

や
。
山
海
関
の
東
三
日
程
の
処
を
連
山
と
い
ふ
。
其
海
中
に
二
島
あ
り
て
湾
形

を
成
せ
る
処
を
天
交
廠
と
名
づ
く
。
其
湾
は
甚
だ
深
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
潮

侯
の
頗
る
高
き
を
も
て
潮
の
来
る
に
遇
へ
ば
、
大
松
も
入
る
こ
と
を
得
べ
し
と

ぞ
。
此
処
よ
り
牛
荘
の
際
に
、
水
四
営
と
て
、
海
岸
に
蛋
塁
（
９
１
１
２
）
を
築

き
、
戊
兵
を
留
め
た
る
処
あ
り
。
其
地
勢
は
頗
る
要
害
な
り
と
か
や
。

六
、
営
子
及
び
其
近
傍
の
形
成

四
八

営
子
港
は
牛
荘
の
南
十
里
許
に
し
て
、
遼
河
の
口
に
在
り
遼
東
の
一
埠
頭
（
み

な
と
）
た
り
。
土
地
卑
湿
に
し
て
、
潮
至
る
ご
と
に
路
上
す
べ
ら
池
の
如
く
、

水
性
も
極
め
て
悪
し
。
此
処
は
百
年
前
ま
で
は
尽
く
斥
歯
の
場
な
り
と
い
ふ
。

今
も
東
北
四
五
里
の
間
に
亘
り
塩
域
（
つ
ち
し
ほ
）
に
し
て
、
樹
木
を
見
ず
。

港
頭
に
人
家
万
余
あ
り
。
多
く
は
山
東
の
各
処
よ
り
来
り
住
す
る
も
の
に
て
、

冬
問
は
大
半
販
郷
す
と
い
ふ
。
蓋
し
山
東
は
田
園
に
乏
し
く
、
耕
種
す
る
に
足

ら
ず
し
て
、
過
活
（
く
ら
し
）
し
が
た
き
ゆ
え
遼
東
に
徒
り
住
す
る
も
の
日
に

多
し
と
か
や
。
遼
河
は
広
さ
三
四
町
あ
り
。
潮
液
る
と
き
は
深
さ
五
六
丈
に
至

り
、
落
潮
に
も
二
三
丈
に
下
ら
ず
。
河
中
往
々
に
（
９
１
１
３
）
木
標
（
き
の
し

る
し
）
を
立
て
・
浅
沙
を
表
し
た
り
し
か
ど
、
輪
松
の
河
口
に
入
る
は
必
し
も

潮
侯
に
拘
ら
で
、
二
里
外
に
達
す
べ
し
。
天
津
に
比
す
れ
ば
最
も
良
港
と
称
す
。

近
地
に
て
は
牛
荘
の
海
城
を
頗
る
股
盛
な
り
と
す
。
人
家
一
万
五
六
千
戸
あ
り

と
い
ふ
。
営
子
港
を
距
る
こ
と
一
里
許
の
処
、
侯
家
油
房
あ
り
。
其
地
に
富
人

王
姓
あ
り
。
方
四
五
町
の
際
に
煉
瓦
壁
を
環
ら
し
、
宛
も
王
侯
の
宮
殿
の
如
く
、

門
内
に
数
十
匹
の
馬
を
繋
ぎ
、
外
に
多
く
方
石
柱
を
建
て
、
上
に
獣
形
を
彫
刻

（
ほ
り
き
ざ
む
）
せ
り
。
斯
の
人
は
三
百
万
金
を
蓄
へ
た
る
身
代
に
て
、
多
く

兵
卒
を
抱
へ
て
冠
盗
に
備
へ
け
る
由
な
り
。
又
（
９
１
１
４
）
営
子
よ
り
七
十
五

里
と
称
す
る
東
に
、
一
山
を
隔
て
・
益
州
あ
り
。
人
家
五
千
許
あ
る
べ
し
。
此



よ
り
東
は
朝
鮮
の
辺
界
に
至
る
ま
で
悉
く
山
険
の
地
の
み
多
く
、
平
坦
の
地
は

甚
だ
少
し
と
い
ふ
。
又
営
子
よ
り
六
里
の
東
南
に
海
水
湾
入
せ
る
一
処
あ
り
。

波
光
明
滅
し
て
帆
樒
数
十
屹
立
す
る
を
望
め
り
。
蓋
し
良
港
な
る
べ
し
。
此
よ

り
以
南
に
復
州
金
州
な
ど
あ
り
。
皆
海
に
浜
（
そ
う
）
し
て
、
山
脈
数
十
里
に

連
亘
せ
り
。
往
々
港
湾
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
三
五
百
石
積
の
小
丁
田
松
ち
う
も

の
、
み
其
中
に
進
む
べ
き
の
み
。
千
石
以
上
の
松
に
至
り
て
は
、
悉
く
港
外
に

在
り
て
装
一
に
つ
み
）
運
す
と
い
ふ
。
金
州
以
東
の
海
岸
も
皆
同
じ
。
人
家
は

多
し
と
い
へ
ど
も
、
生
意
一
に
ぎ
は
ひ
）
は
反
て
清
淡
一
さ
び
し
一
な
り
と
か

や
。
漸
く
朝
鮮
界
に
近
く
し
て
、
大
孤
と
い
へ
る
処
あ
り
。
良
港
に
て
松
を
泊

す
べ
く
人
煙
も
繁
庶
な
り
。
背
に
戊
兵
数
百
を
留
め
た
り
と
ぞ
。

七
、
析
江
福
建
二
省
海
岸
の
形
勢

上
海
以
南
は
余
嘗
て
其
地
を
探
ら
ん
と
欲
し
て
未
だ
果
さ
ず
。
聞
く
所
に
拠
れ

ば
、
地
気
疎
通
し
て
人
に
適
し
、
水
性
も
清
潔
な
る
も
の
は
、
（
９
－
１
５
）
析

江
省
の
諸
処
に
如
く
は
な
し
Ｏ
寧
波
・
定
海
な
ど
皆
海
に
面
し
て
人
煙
繁
盛
に
、

其
土
人
は
常
に
神
戸
・
横
浜
に
往
来
し
て
商
業
を
事
と
す
る
も
の
甚
だ
多
し
と

ぞ
。
福
建
省
は
其
南
に
在
り
。
福
州
府
は
人
口
百
余
万
と
称
す
。
街
道
狭
隆
に

し
て
蕪
（
あ
れ
）
稜
せ
る
こ
と
甚
し
く
、
其
大
路
と
称
す
る
も
の
も
、
二
輸

一
か
ご
）
を
列
す
る
こ
と
を
得
ず
。
各
家
に
招
牌
一
か
ん
ば
ん
一
を
掲
げ
た
る

も
の
広
さ
一
尺
な
る
べ
く
、
席
長
く
街
を
蓋
ひ
雨
ふ
る
と
き
は
路
上
に
滴
り
落
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ち
、
行
客
擦
塞
（
お
し
ふ
さ
が
る
）
す
る
こ
と
甚
し
。
土
人
も
は
ら
外
人
を
讐

視
せ
り
。
地
勢
は
最
も
敵
を
距
く
に
宜
し
。
往
々
風
波
険
悪
に
し
て
松
を
破
る

こ
と
あ
り
。
関
江
の
支
派
縦
横
に
流
れ
て
暗
州
（
か
く
れ
す
）
多
く
屡
そ
の
処

を
変
ず
る
は
、
固
に
虞
す
べ
き
も
の
な
り
と
い
ふ
。
府
外
の
岡
上
に
墳
墓
の

累
々
た
る
を
望
め
り
。
人
民
み
な
岡
下
平
坦
の
地
に
住
し
た
り
し
が
、
外
（
９

１
１
６
一
人
の
み
は
空
気
清
新
な
り
と
て
貧
人
の
墳
墓
を
買
ひ
、
之
を
発
掘
し
て

房
屋
を
営
み
た
り
。
度
門
は
福
州
に
属
す
。
造
松
場
あ
り
。
其
西
の
一
小
島
を

鼓
浪
喚
と
い
ふ
。
地
気
疎
通
し
、
景
色
優
美
に
し
て
、
外
人
の
来
り
住
す
る
も

の
頗
る
多
し
。
地
に
清
水
あ
り
。
常
に
竹
筒
一
た
け
の
つ
・
）
も
て
松
舶
に
注

送
（
そ
・
ぎ
お
く
る
）
す
と
い
ふ
。

八
、

汕
頭
及
び
其
近
傍
の
形
勢

汕
頭
は
広
東
の
東
隅
に
在
り
て
福
建
に
連
り
、
位
を
漢
江
の
北
岸
に
占
め
た
り
。

其
地
は
甚
だ
卑
く
、
水
面
よ
り
高
き
こ
と
纏
に
一
尺
に
過
ぎ
ず
。
江
の
南
岸
は

岡
阜
壁
立
し
、
高
さ
四
十
丈
も
あ
る
べ
し
。
突
出
し
て
ニ
ロ
同
岬
を
成
せ
り
。
西

人
遥
に
望
て
標
と
し
、
呼
て
小
喜
望
峰
と
い
ふ
。
一
島
あ
り
て
峰
と
相
対
せ
り
。

其
問
は
水
頗
る
深
く
、
舟
泊
安
穏
な
り
。
小
喜
望
峰
を
過
ぎ
て
汕
頭
に
入
る
に
、

糖
塊
峡
と
い
へ
る
あ
り
。
岩
（
９
１
１
７
）
石
累
々
と
し
て
相
望
み
、
海
漸
く
縮

り
て
一
小
峡
を
成
す
ゆ
え
此
名
あ
り
。
其
傍
に
更
に
一
島
あ
り
。
帆
松
そ
の
東

よ
り
行
く
に
、
必
ず
風
潮
を
侯
せ
ざ
れ
ば
危
険
の
虞
あ
り
。
西
風
に
遇
ふ
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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は
、
舟
の
糖
塊
峡
を
出
づ
る
も
の
甚
だ
少
し
。
江
水
の
屈
曲
す
る
処
に
塁
砦
あ

り
。
清
兵
衛
戊
せ
り
。
気
候
の
炎
熱
な
る
こ
と
は
広
東
に
類
す
れ
ど
も
、
昼
間

に
海
風
の
奴
然
と
し
て
至
る
あ
り
。
能
く
熱
気
を
解
き
蚊
蝸
（
か
あ
ぶ
）
を
掃

ふ
と
い
ふ
。
糖
塊
峡
の
浜
に
海
水
浴
に
宜
し
き
処
あ
り
。
外
客
の
往
て
浴
す
る

も
の
多
し
。
さ
れ
ど
台
湾
の
峡
口
と
相
対
す
る
を
も
て
、
動
す
れ
ば
、
腿
風

（
う
み
の
し
ほ
か
ぜ
）
を
患
ふ
る
ゆ
え
、
土
人
の
家
も
甚
だ
綾
く
、
外
国
松
の

繋
泊
す
る
は
常
に
汕
頭
の
前
に
在
り
。
水
深
さ
六
七
尺
許
な
る
べ
し
。
西
南
風

侯
の
如
き
は
僅
に
二
三
尺
に
過
ぎ
ず
。
江
中
各
処
に
果
柱
（
そ
だ
）
あ
り
。
魚

網
を
繋
ぎ
て
（
９
１
１
８
）
舟
を
阻
（
へ
だ
っ
）
せ
り
。
行
人
衝
突
し
て
死
傷
を

致
す
も
の
多
し
と
な
む
。

九
、
支
那
土
木
建
築
の
壮
大
な
る
景
況

支
那
人
が
土
木
建
築
の
壮
大
俊
偉
な
る
は
、
真
に
驚
く
に
堪
た
る
も
の
あ
り
。

中
に
も
長
域
運
河
を
最
と
し
、
各
省
府
州
県
の
城
郭
宮
廟
を
次
と
す
。
《
運
河
〉

運
河
は
杭
州
に
起
り
て
直
隷
の
通
州
に
至
る
。
屈
曲
し
て
数
百
里
に
連
り
、
広

さ
三
十
間
許
あ
り
。
歴
代
運
糧
の
便
を
奏
し
た
る
所
に
し
て
、
常
に
風
帆
松
の

往
来
す
る
あ
り
。
河
傍
諸
処
に
股
盛
の
都
邑
あ
り
。
時
と
し
て
は
宏
盗
出
没
す

る
こ
と
あ
り
と
い
ふ
。
《
長
城
〉
長
城
は
山
海
関
よ
り
起
り
、
嘉
略
関
に
至
り

て
止
む
。
長
さ
六
百
里
許
に
し
て
、
山
蹟
よ
り
水
涯
に
運
り
腕
壇
（
わ
だ
か
ま

り
）
起
伏
せ
り
。
壁
の
下
は
石
も
て
畳
み
成
す
も
の
高
さ
三
四
丈
よ
り
二
一
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

に
至
り
て
等
し
か
ら
ず
。
厚
さ
二
丈
弱
な
る
べ
し
。
其
上
に
瓦
碑
を
畳
み
て
女

培
（
ひ
め
が
き
）
と
す
。
高
さ
三
四
尺
よ
り
五
六
（
９
１
１
９
）
尺
に
至
る
。
厚

さ
二
尺
余
あ
り
。
瓦
は
頗
る
大
に
重
さ
七
八
斤
許
な
る
べ
し
。
城
勢
の
転
ず
る

ご
と
に
必
ず
埜
障
を
設
く
。
高
さ
三
四
丈
広
さ
五
六
問
な
る
べ
し
。
女
堵
も
高

さ
一
丈
半
許
な
る
べ
し
。
四
面
み
な
藪
を
開
く
。
広
さ
四
五
尺
な
り
。
城
の
裏

面
に
は
、
三
五
町
ご
と
に
門
あ
り
て
出
入
す
べ
し
。
外
面
は
桂
牙
た
る
下
に
円

穴
（
ま
る
き
あ
な
）
を
襲
つ
。
囲
み
二
尺
な
る
べ
し
。
是
は
蓋
し
古
の
戦
法
に

弓
弩
（
い
し
ゆ
み
）
を
用
ゐ
た
る
が
為
な
ら
ん
。
庫
処
よ
り
高
処
に
向
ひ
て
層

級
あ
り
。
俊
絶
な
る
も
の
は
壁
の
如
く
仰
ぎ
視
る
べ
く
し
て
下
り
鰍
ふ
べ
か
ら

ず
。
石
壁
は
紫
黒
色
の
も
の
多
く
、
問
、
或
は
白
赤
色
を
雑
え
た
り
。
紫
は
秦

人
の
経
営
に
係
り
、
白
は
明
代
に
重
修
せ
し
も
の
な
り
と
ぞ
。
真
に
絶
代
の
土

木
と
い
ふ
べ
し
。
《
各
省
城
郭
》
城
郭
の
盛
な
る
は
南
京
を
第
一
と
す
べ
し
。

南
京
の
外
郭
は
（
９
１
２
０
）
一
百
十
七
里
と
称
す
。
高
さ
七
八
丈
に
し
て
厚
さ

五
六
丈
な
る
べ
し
。
十
八
門
あ
り
。
門
ご
と
に
三
重
に
て
内
の
二
重
は
厚
さ
各

五
六
丈
な
る
べ
く
、
外
一
重
は
十
四
五
丈
に
至
る
。
内
城
は
四
十
二
里
と
称
す
。

壮
大
な
る
こ
と
外
郭
に
称
へ
り
。
北
京
は
四
十
五
里
と
称
す
。
高
さ
七
八
丈
に

し
て
厚
さ
南
京
の
如
く
、
其
上
に
車
馬
を
馳
せ
行
く
べ
し
。
十
七
門
あ
り
。
門

上
楼
櫓
（
や
ぐ
ら
）
の
高
さ
二
一
二
十
丈
に
及
び
、
車
馬
も
て
門
よ
り
出
入
す
る

に
甚
だ
暗
し
。
蓋
し
其
長
さ
四
五
十
間
も
あ
る
べ
し
。
是
は
南
京
も
同
一
と
す
。

更
に
内
城
宮
城
あ
り
。
各
省
も
済
南
府
の
如
き
、
開
封
府
の
如
き
、
悉
く
北
京



の
規
模
に
譲
ら
ず
。
陳
西
の
成
陽
府
、
四
川
の
成
都
府
な
ど
最
も
盛
な
り
と
い

ふ
。
但
戸
口
は
北
京
を
最
も
盛
な
り
と
す
る
の
み
。
此
外
各
府
州
県
と
も
城
壁

を
四
周
せ
ざ
る
も
の
な
く
、
北
（
９
１
２
１
）
省
に
至
り
て
は
各
村
各
邑
み
な
土

壁
を
周
囲
し
て
其
中
に
住
せ
り
。
壁
、
高
さ
二
三
丈
よ
り
七
八
丈
に
至
る
も
の

あ
り
。
山
東
等
の
諸
処
に
は
、
石
壁
を
山
上
に
築
き
た
る
も
の
累
々
と
し
て
相

望
み
、
頗
る
壮
大
な
り
。
《
墳
陵
〉
墳
陵
の
制
も
極
め
て
壮
大
に
、
少
し
く
力

あ
る
も
の
は
高
さ
六
七
尺
よ
り
丈
余
に
至
り
、
囲
み
四
五
十
歩
に
亘
れ
り
。
最

も
盛
な
る
も
の
は
帝
王
の
墳
に
て
、
多
く
は
高
さ
数
丈
囲
み
二
一
二
百
歩
に
及
ば

ざ
る
も
の
な
し
。
明
の
成
祖
の
陵
な
ど
に
至
り
て
は
、
方
一
町
に
し
て
高
さ
十

丈
余
も
あ
る
べ
し
。
前
面
に
長
さ
十
五
問
高
さ
三
丈
余
な
る
三
門
を
列
し
、
門

外
は
一
面
に
煉
瓦
を
敷
き
、
門
内
は
大
理
石
を
敷
て
道
路
と
し
、
其
内
に
稜
恩

門
あ
り
。
門
、
長
さ
二
十
間
許
に
し
て
、
高
さ
広
さ
之
に
称
へ
り
。
稜
恩
殿
は

長
さ
四
十
問
広
さ
十
五
問
高
さ
十
七
八
問
な
る
（
９
１
２
２
）
べ
し
。
前
後
に
蝋

石
の
欄
干
数
多
あ
り
。
中
に
丈
余
の
大
木
柱
二
十
本
許
を
立
て
、
其
中
に
金
朱

も
て
鐘
み
成
せ
る
一
禽
あ
り
。
木
主
に
題
し
て
成
祖
文
皇
帝
之
廟
と
い
へ
り
。

次
に
又
門
あ
り
。
大
さ
前
の
如
し
。
次
に
方
径
（
か
く
の
わ
た
り
）
二
尺
に
し

て
高
さ
二
丈
余
な
る
蝋
石
の
二
柱
を
立
て
・
門
と
す
。
妾
に
香
炉
台
あ
り
。
亦

蝋
石
に
て
長
さ
三
問
広
さ
一
間
な
る
べ
し
。
次
は
堂
な
り
。
長
さ
広
さ
十
五
間

許
り
、
高
さ
三
四
丈
あ
り
。
中
よ
り
登
降
し
再
層
堂
に
至
る
。
亦
方
十
問
に
し

て
高
さ
四
五
丈
な
り
。
其
中
に
青
玉
質
の
碑
を
建
つ
。
広
さ
一
丈
高
さ
二
丈
余
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な
り
。
題
し
て
大
明
成
祖
文
皇
帝
之
陵
と
い
ふ
。
其
後
は
即
ち
山
稜
な
り
。
其

頂
の
高
さ
堂
と
斉
し
。
是
は
陵
城
中
の
大
略
な
り
。
此
処
は
天
寿
山
と
て
十
三

帝
の
陵
あ
り
。
何
れ
も
壮
大
を
極
め
た
る
由
な
り
。
門
を
出
で
・
行
く
に
、
道
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路
（
９
１
２
３
）
み
な
瓦
石
を
敷
け
り
。
半
は
廃
壊
す
。
一
里
許
に
し
華
表
門
あ

り
。
蝋
石
も
て
三
門
を
開
き
、
戟
（
ほ
こ
）
を
列
す
る
が
如
し
。
高
さ
三
四
丈

あ
り
。
次
に
又
一
大
門
あ
り
。
此
を
過
ぐ
れ
ば
道
の
左
右
に
大
臣
勇
将
の
像
十

個
を
列
せ
り
。
次
は
馬
、
次
は
白
卓
、
次
は
象
、
次
は
獅
子
、
次
は
虎
に
て
各

二
個
あ
り
。
二
は
立
ち
二
は
座
せ
り
。
皆
代
理
石
も
て
造
り
、
真
物
に
比
す
れ

ば
頗
る
大
な
り
。
次
に
又
門
あ
り
。
前
の
如
し
。
中
に
大
石
碑
を
建
て
、
乾
隆

帝
が
哀
明
三
十
駒
を
刻
せ
り
。
其
四
方
十
問
許
の
処
に
戟
形
の
一
大
理
石
を
建

て
た
り
。
又
七
八
町
に
し
て
門
あ
り
。
上
に
五
屋
形
を
列
し
、
中
央
の
最
も
高

き
も
の
四
五
丈
な
り
。
左
右
は
漸
く
低
し
。
其
下
に
五
門
を
開
き
方
柱
囲
七
八

尺
の
も
の
を
立
て
た
り
。
悉
く
代
理
石
な
り
。
其
盛
な
る
想
ふ
べ
し
。
《
曲
阜

の
孔
廟
〉
山
東
の
曲
阜
県
な
る
孔
子
の
廟
域
は
四
里
余
（
９
１
２
４
）
と
称
す
。

西
に
観
徳
門
あ
り
。
瓦
屋
朱
柱
に
て
高
さ
三
丈
許
あ
り
。
門
内
に
柏
樹
の
合
抱

一
ひ
き
か
・
え
）
に
過
ぎ
た
る
も
の
多
し
。
右
に
十
余
閣
あ
り
。
皆
高
さ
三
四

丈
も
あ
る
べ
し
。
重
屋
に
て
朱
碧
金
銀
燗
燦
た
り
。
中
に
大
石
碑
を
建
つ
。
清

帝
が
夫
子
の
徳
を
類
す
る
も
の
に
係
る
。
左
は
廊
癬
に
て
高
さ
二
丈
に
過
ぎ
ざ

れ
ど
も
、
長
さ
は
三
十
丈
も
あ
る
べ
し
。
其
前
に
三
門
を
列
す
。
中
央
は
大
成

門
に
て
、
高
さ
四
五
丈
長
さ
七
八
丈
な
る
べ
し
。
大
成
門
よ
り
正
南
一
条
の
路
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に
は
、
尽
く
碑
瓦
を
敷
け
り
。
南
方
に
正
門
あ
り
。
屹
立
し
て
高
さ
八
九
丈
も

あ
る
べ
し
。
広
さ
之
に
称
へ
り
。
二
重
屋
に
て
黒
瓦
を
用
ゐ
た
り
。
大
成
門
の

右
よ
り
入
り
、
柏
樹
の
間
よ
り
進
み
、
階
を
瞼
て
廟
に
至
る
。
廟
高
さ
七
八
丈
、

長
さ
十
四
五
丈
、
広
さ
五
六
丈
な
る
べ
し
。
黄
瓦
屋
に
て
戸
外
前
後
に
各
八
柱

あ
り
。
左
右
（
９
－
２
５
）
に
各
四
柱
あ
り
。
皆
囲
み
八
九
尺
な
る
べ
き
大
理
石

も
て
昇
龍
を
刻
み
、
承
く
る
に
石
鼓
を
以
て
せ
り
。
戸
内
の
木
柱
は
石
柱
よ
り

も
大
に
、
朱
塗
に
て
二
本
あ
り
。
夫
子
の
像
は
傲
然
と
し
て
亀
中
に
在
り
て
南

面
せ
り
。
箭
高
さ
二
丈
な
る
べ
し
。
像
も
甚
だ
大
な
り
。
頭
に
王
冠
を
戴
き
、

瑛
塔
（
か
し
ら
の
か
ざ
り
）
を
垂
れ
た
り
。
前
に
姐
豆
香
炉
を
陳
せ
り
。
左
に

四
禽
あ
り
。
顔
淵
・
子
思
・
仲
弓
・
伯
牛
・
子
貢
等
の
八
人
を
列
し
、
右
に
も

亦
四
箭
あ
り
・
曽
参
・
孟
輌
・
宰
我
・
子
張
・
朱
子
等
の
八
人
を
列
せ
り
。
仰

て
天
井
を
見
れ
ば
、
高
さ
五
六
丈
あ
り
。
彫
鐘
の
巧
な
る
金
銀
朱
碧
丹
漆
の
美

な
る
、
人
目
に
眩
耀
（
め
く
る
め
き
か
・
や
く
）
せ
り
。
夫
子
が
像
の
上
に
三

個
の
扁
額
あ
り
。
一
は
題
し
て
万
世
師
表
と
い
ひ
、
二
は
徳
斉
二
覆
載
一
と
い

ひ
、
三
は
聖
神
天
縦
と
い
ふ
。
廟
前
は
悉
く
石
を
整
（
い
し
だ
・
み
）
せ
り
。

左
右
と
前
に
二
重
の
石
欄
あ
り
。
其
前
に
一
条
（
９
－
２
６
）
路
あ
り
。
皇
帝
の

往
来
す
る
処
た
り
。
一
亭
あ
る
を
杏
壇
と
す
。
廟
の
西
な
る
二
室
に
夫
子
の
父

母
を
祭
り
、
其
南
な
る
楽
堂
に
楽
器
を
陳
せ
り
。
廟
後
に
更
に
夫
人
の
廟
あ
り
。

屋
瓦
青
白
に
し
て
夫
子
の
廟
よ
り
梢
小
に
、
夫
人
の
神
主
を
置
き
、
其
柱
は
麟

麟
牡
丹
を
彫
鎮
（
ほ
り
ち
り
ば
む
）
せ
り
。
廟
後
の
一
室
は
広
さ
七
八
丈
、
高
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さ
三
四
丈
に
し
て
、
多
く
石
碑
を
列
し
、
壁
に
石
刻
の
詩
文
を
挿
め
り
。
皆
夫

子
を
類
す
る
も
の
に
て
、
康
熈
・
乾
隆
の
人
を
多
し
と
す
。
廻
廊
あ
り
。
夫
人

の
廟
よ
り
南
し
て
聖
廟
を
挟
む
。
高
さ
広
さ
三
丈
許
に
し
て
、
長
さ
廟
門
に
達

せ
り
。
殆
二
町
許
な
る
べ
し
。
悉
く
朱
柱
を
用
ゐ
た
り
。
廻
廊
よ
り
左
す
れ
ば

夫
子
の
旧
井
あ
り
。
前
に
一
室
あ
る
を
詩
礼
堂
と
す
。
即
ち
夫
子
が
詩
礼
を
校

せ
し
所
な
り
。
東
隣
に
壁
を
隔
て
・
術
聖
公
の
居
あ
り
。
夫
子
よ
り
凡
七
十
五

世
（
９
１
２
７
）
な
り
と
い
ふ
。
《
孔
林
〉
孔
林
は
曲
阜
城
の
北
一
里
許
に
在
り
。

其
間
に
石
門
等
数
多
あ
り
。
門
に
入
れ
ば
石
碑
多
く
、
道
傍
に
石
獅
子
嫉
麟
な

ど
を
列
し
、
道
路
み
な
瓦
を
敷
け
り
。
享
殿
を
過
ぐ
れ
ば
子
思
・
伯
魚
の
墓
あ

り
。
次
を
夫
子
の
墓
と
す
。
囲
み
百
歩
、
高
さ
一
丈
二
三
尺
な
り
。
墳
上
に
樹

木
多
し
。
前
に
方
三
四
問
の
石
を
敷
き
、
石
碑
を
立
て
、
題
し
て
大
成
至
聖
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宣
王
と
い
ひ
、
前
に
香
炉
燭
台
な
ど
を
列
せ
り
。
右
に
一
室
あ
り
。
子
貢
が
盧

せ
し
所
に
て
、
中
に
子
貢
の
神
位
を
安
置
せ
り
。
伯
魚
・
子
思
の
墓
は
夫
子
よ

り
は
梢
小
な
り
。
伯
魚
が
墓
の
側
に
、
宋
の
神
宗
が
駐
駅
亭
と
、
清
の
康
熈
帝

が
駐
駅
亭
あ
り
。
更
に
数
亭
あ
り
。
其
外
林
中
に
墳
墓
累
々
と
し
て
相
望
め
た

り
。
皆
孔
氏
な
り
と
い
ふ
。
其
盛
な
る
思
ふ
べ
し
。
夫
子
の
廟
は
各
府
州
県
に

設
け
ざ
る
所
な
し
と
い
へ
ど
も
、
曲
阜
を
も
て
最
（
９
１
２
８
）
も
盛
な
り
と
す
。

顔
子
・
孟
子
の
廟
な
ど
之
に
次
げ
り
。
其
他
歴
代
君
臣
の
廟
な
ど
盛
大
を
極
め

た
る
も
の
甚
だ
多
し
。
東
嶽
・
中
嶽
の
廟
な
ど
は
、
孔
廟
よ
り
も
大
な
る
が
如

し
。
関
羽
の
廟
に
至
り
て
は
最
も
多
く
、
一
村
落
の
祠
宇
と
い
へ
ど
も
、
宏
壮



に
し
て
雲
に
一
從
耳
へ
、
遥
に
人
目
に
入
る
も
の
あ
り
。
又
各
処
有
名
の
山
に
は
、

絶
一
頂
に
必
ず
廟
宇
の
厳
然
た
る
も
の
あ
り
。
〈
泰
山
〉
泰
山
な
る
碧
霞
元
君
の

廟
な
ど
は
、
殿
堂
門
腐
椅
麗
な
ら
ざ
る
は
な
く
、
神
像
は
金
銀
朱
碧
も
て
粧
ひ

成
し
、
燗
然
と
し
て
目
を
奪
へ
り
。
更
に
嶽
神
廟
・
青
帝
宮
・
元
君
後
宮
・
文

廟
な
ど
あ
り
。
何
れ
も
壮
麗
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
澄
（
い
し
ば
し
）
道
は
繋
回

し
て
山
下
よ
り
山
上
に
連
り
、
峻
絶
な
る
処
は
傍
に
鉄
柱
を
植
て
鉄
鎖
一
く
ろ

が
ね
の
く
さ
り
）
を
貫
き
、
人
を
し
て
撃
縁
せ
し
め
た
る
も
の
あ
り
。
路
傍
に

も
往
々
に
廟
宇
の
椅
麗
な
（
９
１
２
９
）
る
も
の
あ
り
。
斯
く
土
木
の
盛
大
な
る

は
、
到
る
処
と
し
て
然
ら
ざ
る
は
な
し
。

十
、
清
国
地
形
の
大
異
な
る
状
景

清
国
地
形
の
大
異
な
る
は
、
我
邦
の
夢
想
せ
ざ
る
所
の
も
の
あ
り
。
余
が
目
撃

す
る
所
を
も
て
言
ふ
に
、
直
隷
山
東
の
各
処
に
て
山
に
遠
き
処
に
至
り
て
は
、

地
勢
諮
然
（
ほ
が
ら
か
）
と
し
て
太
平
円
の
状
を
成
し
、
其
涯
を
見
ず
。
田
圃

の
長
さ
数
十
町
に
連
り
、
弩
曲
（
ま
が
る
）
せ
る
こ
と
弓
の
如
く
、
農
夫
ど
も

三
五
頭
の
馬
牛
を
一
禦
に
駕
し
て
耕
す
を
遠
き
よ
り
望
む
に
、
牛
た
る
か
馬
た

る
か
を
弁
す
る
こ
と
能
は
ず
。
村
落
樹
木
の
点
綴
す
る
も
の
遠
き
は
淡
粧
（
う

す
く
よ
そ
ふ
）
す
る
が
如
く
近
き
は
濃
抹
（
こ
く
な
づ
る
）
す
る
に
似
た
り
。

日
輪
の
地
よ
り
出
っ
る
を
見
る
に
、
大
燈
篭
を
掲
げ
た
る
が
如
く
に
て
、
村
里

に
映
帯
し
風
景
温
柔
に
し
て
愛
す
べ
し
。
田
問
往
々
に
土
屋
あ
り
。
門
に
曲
木
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を
（
９
１
３
０
）
縛
（
し
ば
る
）
し
て
竿
と
し
、
旗
を
掲
げ
た
り
。
是
は
夏
月
蜀

黍
の
地
に
満
ち
て
、
冠
盗
の
其
問
よ
り
出
没
す
る
も
の
あ
る
が
た
め
、
斯
く
警

備
し
た
る
な
ど
い
ふ
。
河
南
省
の
鄭
州
よ
り
西
行
し
、
榮
陽
・
氾
水
・
輩
県
を

経
て
洛
水
の
傍
に
出
つ
る
問
は
、
凡
三
日
程
に
し
て
、
或
は
高
平
な
る
処
あ
り
、

或
は
山
険
に
し
て
高
下
の
等
か
ら
ざ
る
処
も
あ
り
。
南
方
は
五
六
里
の
外
に
山
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脈
横
亘
し
、
北
は
黄
河
に
枕
め
な
り
。
此
際
、
道
路
四
通
す
と
い
へ
ど
も
、
悉

く
平
地
よ
り
低
く
、
或
は
深
さ
三
五
丈
に
し
て
、
広
さ
一
二
丈
に
過
ぎ
ざ
る
処

あ
り
。
路
を
行
く
に
、
日
光
を
見
ず
し
て
頗
る
暗
く
、
四
五
町
ご
と
に
両
崖
を

襲
開
し
て
、
両
車
相
遇
ふ
と
き
は
、
一
車
は
此
に
止
り
、
一
車
の
過
ぐ
る
を
待

て
過
ぎ
去
る
程
な
る
ゆ
え
、
往
来
互
に
声
を
揚
げ
て
相
知
ら
せ
た
り
。
又
其
上

に
往
々
に
人
家
あ
る
処
あ
り
。
橋
を
（
９
１
３
１
一
架
（
か
ま
へ
る
一
し
て
村
人

往
来
の
便
を
謀
れ
り
。
下
よ
り
望
む
に
甚
だ
危
く
見
え
た
り
。
高
平
な
る
地
面

に
し
て
此
路
あ
る
は
宛
も
豆
腐
の
中
を
縦
横
に
裁
り
取
り
た
る
も
の
・
如
く
、

全
く
人
功
に
出
で
た
る
も
の
・
如
し
。
さ
れ
ど
も
中
に
は
深
さ
十
丈
、
広
さ
十

四
五
丈
に
至
る
処
も
多
く
、
中
々
人
功
と
は
思
は
れ
ず
。
土
人
は
之
を
溝
路
と

呼
べ
り
。
思
ふ
に
、
初
は
斯
く
深
広
な
ら
ざ
る
も
、
数
千
年
を
経
る
ま
・
に
、

土
質
流
れ
去
り
て
、
漸
く
此
の
如
き
を
致
せ
る
に
や
。
鴻
溝
な
ど
に
至
り
て
は
、

最
も
深
く
溝
上
に
在
り
て
下
を
歩
め
る
牛
を
視
る
に
、
殆
ど
羊
の
如
く
に
見
え

る
と
ぞ
。
又
、
山
陰
の
処
は
、
人
力
に
て
左
右
を
築
き
成
し
た
る
跡
の
顕
然
た

る
も
の
あ
り
。
或
は
二
一
丈
よ
り
四
五
丈
に
至
り
て
斉
か
ら
ず
。
古
戦
時
に
当
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り
、
之
を
も
て
兵
卒
を
翼
蔽
し
、
轄
重
を
運
搬
（
は
こ
ぶ
）
し
た
る
も
（
９
１

３
２
）
の
か
と
思
は
る
。
此
辺
は
漢
楚
の
古
戦
場
に
て
、
成
皐
・
赦
倉
な
ど
の
故

蹟
あ
る
処
な
れ
ば
、
い
は
ゆ
る
甫
道
（
わ
き
み
ち
）
ち
う
も
の
を
築
き
た
る
跡

な
る
に
や
。
各
村
各
邑
に
連
り
て
悉
く
斯
く
の
如
く
な
る
は
、
決
し
て
人
力
と

は
思
は
れ
ず
。
河
南
府
北
郎
山
よ
り
澄
関
に
至
る
。
五
六
日
程
の
処
も
皆
此
の

如
し
と
な
む
。
又
、
此
辺
に
て
は
、
山
田
の
傍
に
多
く
洞
穴
を
襲
ち
た
る
も
の

あ
り
。
蓋
し
、
貧
民
の
住
居
か
、
若
く
ば
耕
夫
の
雨
早
を
避
く
る
た
め
な
ら
ん
。

葦
県
の
西
南
に
青
石
関
・
黒
石
関
な
ど
い
へ
る
処
あ
り
。
此
辺
、
土
人
多
く
は

巌
壁
に
穴
を
襲
ち
、
左
右
に
柱
を
立
て
・
、
門
戸
を
開
閨
（
あ
け
た
て
）
せ
り
。

其
内
を
窺
ふ
に
、
甚
だ
広
く
且
つ
深
き
も
の
・
如
く
、
戸
外
に
飲
食
果
実
を
列

し
て
行
人
を
待
つ
も
の
あ
り
。
又
、
数
多
の
穴
あ
り
て
、
上
下
に
列
す
る
も
の

あ
り
。
壁
高
き
が
ゆ
え
、
相
妨
げ
ざ
る
に
（
９
１
３
３
）
や
。
此
制
は
、
陳
西
・

山
西
な
ど
に
も
多
く
あ
り
と
聞
け
り
。
河
南
省
の
南
省
の
南
境
な
る
裕
州
の
辺

は
、
古
時
、
楚
国
方
城
の
地
な
り
と
か
や
。
其
地
、
南
方
は
、
南
陽
県
に
接
し

て
遠
く
山
を
望
み
、
土
地
甚
だ
広
く
、
東
南
に
向
ひ
て
段
々
に
低
く
、
或
は
一

二
里
、
或
は
；
二
里
許
に
し
て
、
高
下
の
勢
を
異
に
す
る
こ
と
、
宛
も
海
面
大

波
の
動
蕩
せ
る
余
勢
の
如
く
、
遠
き
よ
り
望
め
ば
、
甚
だ
風
致
あ
り
。
南
陽
県

近
傍
に
至
り
て
は
、
一
望
平
坦
な
り
と
い
へ
ど
も
、
西
方
に
は
、
岡
陵
の
起
伏

す
る
あ
り
。
諸
葛
が
臥
竜
岡
は
、
県
治
の
西
北
に
里
許
に
在
り
。
岡
上
に
立
ち

て
東
北
に
望
め
ば
、
瑛
山
・
独
山
な
ど
い
へ
る
諸
小
山
の
暖
野
中
に
点
綴
せ
る
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な
り
。
方
城
の
諸
山
を
望
む
に
遠
く
し
て
、
煙
霞
杏
鵠
の
中
に
在
り
。
東
南
に

は
、
白
河
の
隠
見
明
滅
す
る
あ
り
。
西
方
は
、
岡
陵
相
連
り
て
、
其
下
に
村
落

人
（
９
１
３
４
）
家
あ
り
。
風
景
絶
佳
に
し
て
且
っ
広
大
な
る
、
人
を
し
て
超
然

登
仙
す
る
の
想
ひ
あ
ら
し
む
。
諸
葛
が
抱
膝
長
吟
し
て
軽
し
く
馳
駆
を
許
さ
“

る
も
、
故
な
き
に
非
ず
と
思
は
る
・
計
な
り
。
是
み
な
余
が
目
撃
す
る
所
に
係

る
。
余
が
聞
く
所
に
拠
れ
ば
、
楊
子
江
の
上
流
な
る
漉
瀬
灘
は
両
崖
壁
立
す
る

も
の
数
十
里
の
問
に
亘
り
、
人
の
斬
開
し
た
る
が
如
く
、
江
水
、
そ
の
中
よ
り

流
る
。
甚
だ
狭
く
、
水
勢
の
急
な
る
こ
と
箭
の
如
く
、
天
造
と
も
人
功
と
も
警

ふ
る
に
物
な
し
と
い
ふ
。
又
、
湖
南
省
な
る
辰
籍
県
の
辺
は
、
田
膣
（
た
の
う

ね
）
中
に
巌
石
の
林
立
す
る
あ
り
。
虎
の
腸
る
が
如
く
、
馬
の
奔
る
が
如
く
、

煙
雲
の
遮
蔽
す
る
が
如
く
、
楼
閣
の
参
差
た
る
が
如
く
、
種
々
の
奇
態
あ
り
て
、

名
状
し
が
た
し
と
な
む
。
此
外
に
も
極
め
て
趣
を
異
に
し
た
る
処
な
ど
多
し
。

今
、
悉
く
之
を
記
載
す
る
こ
と
能
は
（
９
１
３
５
）
ず
。

十
一
　
支
那
の
諸
山

支
那
の
諸
山
は
、
一
も
濯
々
た
る
童
山
に
非
ざ
る
は
な
し
。
山
は
尽
く
石
を
戴

き
て
土
質
を
見
る
こ
と
少
し
。
蓋
し
歴
代
の
間
に
樹
木
を
斬
伐
し
、
根
朱
を
発

掘
せ
し
よ
り
、
土
質
流
れ
去
り
て
巌
石
の
み
存
し
た
る
に
や
。
古
人
が
但
株
の

松
・
新
甫
の
柏
と
泳
し
た
る
諸
処
も
松
栢
を
見
る
こ
と
な
く
、
泰
山
の
墾
底
に

は
柏
樹
羅
生
し
、
嶺
外
に
も
松
樹
の
点
綴
す
る
を
望
み
、
頗
る
風
趣
を
添
ふ
と



い
へ
ど
も
、
尽
く
巌
石
の
問
に
在
り
て
生
発
の
気
に
乏
し
。
其
他
の
諸
山
は
潭

て
小
草
の
舞
々
然
た
る
を
生
ず
る
の
み
。
剤
棟
の
類
と
い
へ
ど
も
、
多
く
生
ず

る
こ
と
な
し
。
遠
近
に
樹
木
の
欝
蒼
た
る
を
望
む
は
、
墳
墓
と
村
落
あ
る
の
み
。

孔
林
は
方
二
三
里
も
あ
り
て
柏
樹
・
楮
木
な
ど
甚
だ
多
く
、
最
も
欝
然
た
る
を

覚
ゆ
。
郡
（
９
１
３
６
）
県
の
馬
鞍
山
は
、
孟
母
を
葬
り
た
る
処
に
て
、
孟
子
が

子
孫
の
墓
多
く
、
一
山
尽
く
柏
樹
を
叢
生
せ
り
。
此
外
に
も
孔
廟
を
始
と
し
、

顔
子
の
廟
・
孟
子
の
廟
な
ど
皆
然
ら
ざ
れ
ば
な
し
。
全
国
に
就
て
言
ふ
も
皆
然

り
。
但
、
村
落
は
率
ね
楡
柳
な
ど
を
多
し
と
す
。
陳
西
・
山
西
に
至
り
て
は
村

落
墳
墓
の
樹
木
も
大
に
少
く
、
往
年
磯
饅
の
歳
な
ど
に
は
人
民
み
な
樹
皮
を
剥

て
之
を
食
ひ
、
一
小
木
も
全
き
も
の
な
き
ほ
ど
に
な
り
し
と
い
ふ
。
四
川
は
山

川
秀
麗
な
り
と
其
地
の
人
ど
も
自
負
す
る
も
の
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
其
実
は
果

し
て
然
る
や
信
じ
が
た
し
。
湖
南
・
広
東
の
両
省
な
ど
も
樹
木
は
甚
だ
少
く
、

広
東
の
北
部
な
ど
は
殊
に
濯
々
と
し
て
一
樹
を
見
ず
。
往
々
に
煤
砿
を
出
す
と

い
ふ
。
直
隷
な
ど
も
亦
然
り
。
直
隷
諸
処
は
、
蜀
黍
幹
も
て
屋
を
覆
ひ
、
上
よ

り
土
を
覆
ひ
、
又
そ
の
（
９
１
３
７
）
幹
も
て
薪
炭
に
代
へ
た
り
。
諸
省
の
中
に

は
、
馬
糞
も
て
飯
を
焚
く
処
も
あ
り
と
か
や
。

十
二
、
支
那
の
古
物

支
那
に
て
古
物
の
現
存
す
る
も
の
は
墳
墓
と
樹
木
に
如
く
は
な
し
。
余
が
目
撃

し
た
る
墳
墓
は
、
曲
阜
県
な
る
少
昊
の
陵
に
如
く
は
な
し
。
陵
は
曲
阜
の
東
北
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マ
マ

ニ
十
町
許
り
の
処
に
在
り
。
史
記
に
い
は
ゆ
る
雲
陽
に
葬
る
い
へ
る
も
の
即
ち

此
の
地
な
り
。
陵
域
は
南
北
一
町
半
に
亘
り
、
東
西
一
町
余
に
連
り
て
、
南
に

木
門
を
設
け
、
更
に
中
門
あ
り
。
門
に
入
れ
ば
方
二
尺
許
の
石
も
て
四
面
よ
り

畳
み
上
げ
、
墳
に
至
り
て
漸
く
狭
く
な
る
や
う
に
し
、
一
頂
に
少
祠
あ
り
て
少
昊

の
像
を
安
置
せ
り
。
其
基
は
一
面
ご
と
に
六
七
尺
あ
り
。
高
さ
は
率
ね
三
丈
な

る
べ
し
。
其
後
に
陵
あ
り
。
高
さ
二
丈
な
る
べ
く
、
上
に
凹
き
処
あ
り
。
数
処

に
石
露
は
れ
、
草
葬
（
く
さ
む
ら
）
繁
茂
せ
り
。
下
の
囲
み
は
凡
二
百
歩
許

（
９
１
３
８
一
な
る
べ
し
。
周
囲
に
柏
樹
あ
り
。
欝
蒼
と
し
て
愛
す
べ
し
。
正
門

と
中
門
の
間
に
乾
隆
帝
が
建
て
た
る
二
石
碑
あ
り
。
少
昊
の
祀
れ
る
詩
を
刻
み

た
り
。
少
目
天
よ
り
今
に
至
る
ま
で
幾
ん
ど
五
千
年
に
垂
ん
と
す
。
孔
子
の
少
目
天

を
距
る
は
今
の
孔
子
を
距
る
よ
り
も
遠
し
。
孔
子
が
陵
に
詣
る
の
意
志
は
い
か

に
や
と
想
像
せ
ら
る
・
計
な
り
。
此
次
は
成
湯
の
陵
と
す
。
其
は
曹
県
の
南
に

て
、
土
山
集
と
い
へ
る
処
に
在
り
。
下
の
囲
み
七
十
歩
に
し
て
高
さ
一
丈
に
過

ぎ
ず
。
是
は
桐
宮
の
あ
り
し
処
な
り
と
い
ふ
。
廟
あ
り
。
前
に
石
碑
六
箇
あ
り
。

概
ね
康
熈
・
乾
隆
の
聞
に
建
て
た
る
も
の
と
す
。
凡
歴
代
名
君
賢
佐
の
陵
墓
祠

廟
等
に
二
帝
の
建
て
し
石
碑
あ
ら
ざ
る
は
な
し
。
其
の
人
心
を
収
撹
す
る
に
力

め
た
る
を
見
る
べ
し
。
樹
木
は
孔
廷
の
桧
・
泰
山
の
大
夫
松
な
ど
、
其
名
甚
だ

高
（
９
－
３
９
）
し
と
い
へ
ど
も
、
全
く
已
に
枯
死
し
て
骨
を
存
し
、
石
欄
を
邊

ら
し
て
之
を
護
す
る
を
見
る
の
み
。
其
側
に
数
尺
の
囲
み
な
る
松
栢
を
指
し
て

由
撃
な
り
と
称
す
れ
ど
も
、
甚
だ
疑
は
し
。
曲
阜
な
る
顔
子
が
廟
に
、
円
柏
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（
い
ぶ
き
）
あ
り
。
顔
子
が
手
づ
か
ら
植
た
る
も
の
な
り
と
い
ふ
。
大
半
已
に

朽
腐
し
て
小
枝
の
上
に
僅
に
葉
を
存
せ
り
。
石
を
環
ら
し
て
碑
に
其
由
を
記
し

た
る
は
、
い
か
に
も
然
る
こ
と
に
思
は
れ
ず
。
顔
廟
の
後
に
夫
人
の
廟
あ
り
。

其
前
に
五
葉
松
あ
り
。
囲
み
三
尋
な
る
べ
し
。
二
丈
の
上
よ
り
幹
を
分
つ
て
直

上
し
、
枯
枝
は
多
し
と
い
へ
ど
も
甚
だ
繁
茂
せ
り
。
漢
代
に
植
た
る
も
の
な
り

と
い
ふ
。
更
に
驚
く
べ
き
は
、
嵩
陽
の
扁
柏
な
り
。
其
地
は
嵩
山
の
南
に
て
、

登
封
県
の
西
北
一
里
許
に
在
り
。
五
代
の
時
に
創
置
せ
る
嵩
陽
書
院
ち
う
学
舎

あ
り
。
乾
隆
中
に
重
修
せ
る
由
な
れ
（
９
１
４
０
）
ど
、
今
は
人
を
見
ざ
る
許
な

り
。
書
院
の
中
央
に
漢
封
柏
あ
り
。
一
樹
は
囲
み
十
二
一
二
歩
に
し
て
、
枝
少
し

く
枯
れ
、
一
樹
は
二
十
二
一
二
歩
に
し
て
、
中
空
に
七
八
人
を
容
る
べ
し
。
枝
葉

扶
疏
と
し
て
枯
枝
を
見
ず
。
高
さ
は
五
六
丈
に
過
ぎ
ず
し
て
方
十
四
五
問
に
横

布
せ
り
。
是
は
漢
代
に
も
既
に
極
古
の
物
な
る
を
も
て
封
し
た
る
も
の
に
て
、

清
の
播
来
が
詩
に
も
夏
王
入
レ
山
曽
購
視
、
周
公
占
レ
洛
定
撫
摩
、
明
堂
清
廟

用
二
孫
枝
一
、
福
地
仙
山
留
二
鼻
祖
一
、
と
詠
ぜ
ら
れ
た
る
も
の
に
て
、
今
よ
り

数
百
千
年
を
経
と
も
色
を
変
せ
ざ
る
の
勢
あ
り
。
二
樹
の
下
に
小
板
を
植
て
・

三
柏
を
損
傷
す
る
も
の
は
重
処
す
と
あ
れ
ど
も
、
三
柏
を
見
ず
。
傍
に
五
葉
松

の
大
さ
合
抱
に
過
ぎ
た
る
も
の
あ
り
。
漢
人
の
植
た
る
も
の
な
り
と
か
や
。

（
９
１
４
１
）

一
註

¢　
左
註
が
あ
る
が
、
判
読
不
可
能
の
た
め
省
い
た
。

原
文
は
「
燭
」
で
あ
る
が
、
文
意
よ
り
改
め
た
。

五
六
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